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生体計測およびモアレ法によるサッカー選手の形態的特徴
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Somato1ogica1s伽dy　on　so㏄er　p1ayers　by　somasometry

　　　　　　　　　　　and　Moire　method

Akim　TAKAHASHI，Temo　UETAKE，皿itsuhim　MATSUMOTO　and　Kunio　YAMANAKA

　　The　purpose　of　this　sutdy　is　to　clear　the　anthropometriac1features　of　soccer　players．Comparisons

in　somatic　measurements　and　Moire　contour　pattems　were　made　between　soccer　p1ayers（117persons）

and　other　event’s　p1ayers，that　is，sprinters（21），midd1e　and　long　distance　rumers（25），jumpers（31），

throwers（18），kendo－men（48），swimmers（40），and　non－ath1etes（47）．

　　Soccer　phyers　were　c1assified　into　subgroups　according　to　their　fie1d　position，career　and

technica1level．

　　The　resu1ts　were　as　fo1工ows：

1）　Soccer　p1ayers　were　sma11er　in　body　size　than　throwers，but　were　greater　than　midd1e　and1ong

　　distance　runners　and　non－ath1etes．

2）　Significant　differences　were　observed　in　a　number　of　somatic　measurements　between　p1ayers　in

　　high1evel　and　ones　in1ow　leve1．

3）Moire　contour　patterns　on　various　regions　were　not　significant1y　different　among　subgroups　of

　　soccer　p1ayers　c1assified　according　tρtheir　career1

4）　Significant　differences　in　Voire　contour　pattems　were　observed　between　GK　and　other　fie1d

　　positions　of　soccer　in　front　thigh　and　hip　regions，and　between　p1ayers　in　high　Ieve1and　ones　in

　　low1evel　in　hip　and　ca1f　regions．

5）Moire　contour　pattems　of　so㏄er　players，especia1ly　in　front　thigh，hip　and　back　thigh　regions，

　　differed　significant1y　from　those　of　other　event’s　p1ayers．

　I　緒　　言
　専門的なトレーニングを継続して行なうとその

競技者のからだつきは実施している競技種目に適

したからだつきになることはよく知られているこ

とである。そのようにある競技種目の運動特性と

密接な関係にあり，しかもその競技に適したから

だつきであることを一般にスポーツ体型と呼んで

いる2〕。

　これまでサッカー競技者の身体についての報告

は数多いが、その多くは身体の機能に関するもの

であり、サッカー競技者の形態を詳細に検討した

報告は比較的少ない1〕18〕。サッカー競技への参加者

は少年サッカーを中心にますます低年令化してお

り，発育期の児童・生徒の身体への影響も無視で

きない。したがって、サッカー競技が身体の形態

面に及ぼす影響についても、さらに検討する必要

がある。

　本研究では大学のサッカー競技者を被検者とし、

身体各部の生体計測値と身体前後面のモアレ縞写

真から、サッカー競技が身体の形態に及ぼす影響

について検討を加えた。

この研究の一部は昭和58年度科学研究費補金（課題番号57580058）によるものである
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12年以上（6名）の4群，②ポジション別による

分類注2〕：FW（34名），HB（33名），FB（39名），

GK（10名）の4群，③サッカーの技能による分

類：サッカー選手個人の身体，技術，戦術その他

の観点から監督，コーチによって総合的に判断さ

れたAランク（26名），Bランク（26名），Cラン

ク（34名），Dランク（23名），Eランク（11名）

の5群。

　III緒果と考察

　1．生体計測値の他種目との比較

　表2は各生体計測値についてサッカーと他の競

技種目とを比較したものである。

Tab1e．2 Means　for　somatometrica1measurements　of　each　groups．（Kg，Cm）

SOCCER SPRINT M＆L　D1STANCE JUMP THROW KEND0 SWIM NON－ATHLETE

117 21 25 31 18 48 40 47

文　　s．d． 天　　　s．d． 丈　　　s．d． 天　　　s．d． 天　　　s．d． 天　　　s．d． 天　　　s．d． 叉 s．d．

Weight 64，9 5．2 66．2 6．3 58．2 4．5“ 64．1 5．4 79．7 7．8｝ 66．3 5．6 66．9 5．8 59．7 7．6榊

Height 171，0 5．8 174．4 6．2｝ 170．4 4．O 172．2 4．3 176．8 5．3帥 171．9 4．2 171．5 5．2 169．8 5．O

UpPer　arm　le㎎th 31．3 1．7 31．9 1．4 31．2 1．1 31．6 1．4 32．2 1．4． 31．7 1．3 32．1 1．6‡ 31．3 1．6

Lower　limb　le㎎th 89I9 4．O 91．1 3．7 88．7 3．O 88．9 3．2 90．4 3．3 89．3 3．1 89．6 3．8 85．O 5．7帥

Sitting　height 91．7 3．O 93．7 3．7‡ 91．1 2．2 92．6 2．1 95．9 2．8｝ 92．O 2．4 92．O 2．7 91．8 3．0

Rohrer　index 129．5 10．5 125．O 10．1 11，76 6．7“ 125．3 8．6＾ 143．9 10．O｝ 123．2 5．O 132．9 1O．2 121．7 13．3｝

Biacromion 38．9 2．3 39．8 1．7 38．5 1．4 39．4 3．2 41．2 1．1” 39．2 2．1 40．4 1．4“ 38．4 1．9

Chest　breadth 28．O 1．9 27．6 1．2 27．！ 1．1舳 27．7 1．3 30．8 1．9帥 28．5 1．2 29．1 1．3“ 27．5 1．6

Waist　breadth 25．2 1．5 25．8 1．2 24．9 1．2 25．2 1．2 27．7 1．6“ 25．9 1．3“ 26．4 1．3仙 24．1 1．3“

Biiliac 26．5 1．7 27．5 1．2o 26．2 1．6 26．9 1．3 28．5 1．5榊 27．3 1．2舳 27．O 1．3 26．4 1．4

Chest　depth 19．2 1．O 19．4 1．1 18．9 1．1 19．1 1．2 20，9 1．7M 19．2 1．2 19．6 1．3箏 18．2 1．4｝

Chest　girth 90．3 3．5 91．O 3．1 89．4 3．5 91．9 4．O‡ 100．9 4．3｝ 9！．9 4．6｝ 95．1 4．2“ 85．4 4．6｝

Waist　girth 73．6 3．3 72．7 3．1 69．7 2．7帖 71．4 2．6加 80．5 4．3帥 74．4 4．3 75．5 3．1舳 ■ 一

Hip　girth 90．5 3．1 90．6 3．8 86．7 2．8“ 88．9 2．7‡ 97．6 4．1M 91．2 ．3．3 89．6 3．0 88．O 4．2｝

UpPer　arm　girth 27．6 1．3 27．9 1．3 25．6 1．3“ 27．2 1．4 32．4 1．4“ 29．4 1．6帥 29．8 1．5帥
凹 ■

Fore－arm　girth 25．7 1．O 25．9 1．O 24．4 1．1｝ 25．5 O．9 28．7 1．O舳 27．6 1．2“ 26．2 1’O｝
’ ’

Thigh　g1rth 54．6 2．4 54．1 3．O 50．5 1．8“ 52．9 2．6＾＾ 59．5 3．5榊 53．3 2．4帥 53．8 2．1‡
■ ■

Calf　girth 37．5 1．7 38．1 1．6 35．8 1．2“ 37．3 1．7 40．1 2．1“ 37．2 1．7 36．6 1．7‡‡
■ ■

UpPer　arm　girth
29．5 1．3

一（in　f1extion〕 一 ■ ■ ■ ■ 35．2 1．6“ ■ ■ 32．1 1．5‡‡
■ ■

Fat　scapular 8．4 2．2 7．9 3．O 6．6 1．9｝ 8．O 1．9 10．3 3．6巾 9．2 2．7 8．7 1．8
一 ■

triceps 6．6 2．2 7．6 4．1 6．4 1．7 5．4 2．1帥 6．1 2．6 6．1 2．0 7．1 2．1

1 一

abdomen 7．6 3．7 5．2 1．7” 5．1 1．1帥 6．9 1．9 10．3 4．7岬 9．5 3．7帥 9．2 2，9＾
一 一

suPrailiac 9．8 4．8
一 ■ ■ ■

9I5 2．3
■ ■ ■ ■ 11．8 3．5帥

■ ■

1）体重，サッカーは中長距離，一般より大きく

　（1％水準），投てきより小さい（1％水準）。

　また，短距離，跳躍，剣道，水泳とはほぼ同じ

　値である。

2）長径項目，サッカーと剣道との問にはどの項

　目をとっても有意差はないが，その他の種目と

　の間には特定の部位に差がみられ，身長は短距

　離，投てきより小さく（5％，1％水準），上肢

　長も投てき，水泳より小さい（5％水準）。ま

　た，下肢長はどの種目とも差が認められないが，

　一般よりは大きく（1％水準），座高は短距離，

　投てきより小さい（5％水準，1％水準）。サッ

　カーのローレル指数は短距離，跳躍，剣道，水

　泳とほぼ同値であるが，投てきより小さく（1％

　水準），中長距離，跳躍，一般よりは大きい

　（1％，5％水準）。

3）幅径項目，一般的にみて，サッカーは投てき，

　水泳より劣り，短距離，跳躍とほぼ同程度の値

　である。しかし，項目別に検討すると，サッカー

　は腸稜幅では短距離と剣道，最小胴幅では剣道
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　より小さい値であるのに対し，胸郭幅では中長

　距離，胸郭矢状径と最小胴幅では一般より大き

　い。

4）周径項目，サッカーはほとんどの項目におい

　て投てきより有意に小さく（1％水準），逆に中

　長距離より有意に大きい（1％水準）。また，サッ

　カーと短距離との間にはいずれの項目において

　も有意差は認められず，跳躍との問には殿囲と

　大腿最大囲にのみ有意差が認められた。さらに

　サッカーは剣道，水泳に比べて上半身の周径項

　目では劣るが（1％，5％水準），下肢の周径項

　目では逆に優れている（1％，5％水準）。

5）皮脂厚，サッカーは短距離の腹部，中長距離

　の肩甲背部および腹部，跳躍の上腕背部の値に

　対してそれぞれ有意に大きく（1％，5％水

　準），逆に投てきの肩甲背部と腹部，剣道の腹

　部，水泳の腹部と側腹部の値に対しそれぞれ有

　意に小さい（1％，5％水準）。すなわち，サッ

　カーの皮脂厚は投てき，水泳より薄く，中長距

　離や跳躍より厚い。

　以上の結果を総合すると，サッカーの体格は全

体的にみて投てきより小さいが，中長距離や一般

よりは大きい。また，サッカーは長径項目では剣

道と，幅径項目では跳躍と，周径項目では短距離

との類似度が大きいと言える。サッカー競技にお

いては，GKを除く他のプレーヤーは，上肢でボー

ルを扱うことを禁止され，上肢以外の部位，特に

下肢でボールコントロールを行なわなければなら

ない。したがって，サッカーの下肢は走ることだ

けでなく，ボーノレを蹴る，止める，足で身体を支

える等の特異な動作を常に行なっており，サッ

カー競技の運動特性が身体のうちでも特に下肢に

強い影響を及ぼすことは当然であって，形態的諸

測度，特に周径にはサッカー競技の特異的影響が

認められる。すなわち，サッカーは上体の周径項

目では剣道や水泳に劣っているが，下肢の周径項

目では逆にこれらより優れている。

　2．サッカー選手の経験年数別生体計測値

　表3はサッカー選手を経験年数3～6年，6

～9年，9～12年，12年以上の4グループに分け，

それぞれのグループの各生体計測値を比較したも

のである。

　サッカー選手の競技年数別の生体計測値では，

わずかに競技年数3～6年のグループと6～9年

のグループとの問に皮脂厚側腹部，9～12年のグ

ループとの間には右屈曲上腕囲，同じく競技年数

6～9年と9～12年との問には胸郭矢状径にそれ

ぞれ5％水準で有意差が認められただけで，全般

的には競技年数による形態的な差は存在しないも

のと考えられる。

　以上のような結果からみると，本研究の被検者

の場合，サッカーに特有のからだつきは少なくと

も高校での3年問の部活動中に形成されているも

のと推察され，それ以後のトレーニングを継続し

てもサッカー競技の持つ運動特性が身体の形態に

及ぼす影響は顕著には現われにくいものと思われ

る。

　3．ポジション別生体計測値

　表4はサッカーのポジション別に各生体計測値

を比較したものである。

　一般にFW，HBはFB，GKより長径項目が劣っ

ているが（1％，5％水準），ローレル指数は逆に

FW，HBの方が優れている（5％水準）。また長径

項目，ローレル指数についてFWとHB，FBとGK

とをそれぞれ比較した場合，FWはHBより座高

が，GKはFBより上下肢長がそれぞれ優れている

以外には差は認められない二幅径項目ではFWと

GK，HBとGKの問の腸稜幅，HBとFB，HBとGK
の問の肩峰幅に有意差が認められ，それぞれGK，

FBの方が他のグループより優れている。しかし，

他のグループ問には有意差は認められず，幅径項

目はGKを除く他のグループ間には比較的差のみ

られない項目であると言えよう。

　周径項目のうち殿囲や左右前腕最大囲は明らか

にFWに対してGKの方が，HBに対してFB，GKの

方が優れており，左屈曲上腕囲にもその傾向がみ

られる。また左右の前腕最大囲はFBとGKの問に

有意差が認められる唯一の項目であり，したがっ

てGKが他のすべてのグループに対して有意に優

れている項目である。FWとHBおよびFWとFB
との問には差のある項目は存在せず，FWはHBと

FBの中間の大きさであると言える。

　皮脂厚のうち，有意差が認められる項目は胸部，

膝蓋上部，腓腹部だけであり，胸部，膝蓋上部で

は，HB，FBはFWに比べてより大きく（5％，1％

水準），FBはGKより木きい（1％水準）。また，
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Table. 3 Means for somatometrical measurements of soccer player's 

groups classified by their career (Kg. Cm) 

3-6 6-9 9 -12 12- T-test 

16 44 51 6
 

1
 

2
 

3
 

~ s,d. X S.d. ~ s,d, ~ s,d. 2
 

3
 

4
 

3
 

4
 

4
 

Weight 64 . 1 5.0 64 . 3 4.8 65 . 8 5.6 64 . 8 4.3 

Height 170 . 3 7.2 l 70 . 5 5,0 171 . 5 5.9 172 . 8 6.3 

Upper arm length 31 . 1 1.9 31 . 1 1.4 31 . 4 1.8 31 . 8 1.5 

Lower kimb length 89 . 3 5.1 89 . o 3.2 90 . 3 3.9 92 . 1 5,0 

Sitting height 91 . 2 3.6 91 . 7 2.5 92 . 1 3.3 91 . 4 2.6 

Rohrer index 130 . 2 11 . 4 129 . 8 9.5 130 . 6 11.1 126 . 2 14 . 6 

Biacromion 39 . 4 1.7 38 . 7 2.1 38 . 9 2.4 37 . o 3.4 

Chest breadth 28 . 4 1.4 27 . 9 1.0 27 . 9 2.4 27 . 8 8.4 

Waist breadth 25 . 2 1.4 25 . 1 1.0 25 . 4 1.8 24 . 7 1.0 

Biiliac 26 . 7 1.3 26 . 4 1.1 26 . 4 2.1 27 . o 1.0 

Chest depth 18 . 8 1.2 19 . O 1.0 19 . 4 0.9 19 . 1 0.8 *
 

Chest girth 90 , o 4.4 89 . 8 2.9 91 . O 3.6 90 . 1 1.1 

Waist girth 73 . 7 3.7 73 . 2 2.7 74 . o 3.7 73 . 5 2.9 

Hip girth 90 . o 3.7 90 . 3 2.7 90 . 6 3.2 90 . 2 3,0 

Upper arm girth (R) 27 . 8 0.9 27 . 5 1.2 27 . 7 l.5 27 . 9 1.0 

(L) 27 . 1 1.1 26 . 9 l.2 27 . 4 1.6 27 . 9 0.9 

Fore-arm girth ( R) 25 . 9 1.0 25 . 6 0.9 25 . 7 1.1 25 . 5 0.4 

(L) 25 . 4 0.9 25 . 1 0.8 25 . 3 1.0 25 . 3 0.6 

Thigh girth (R) 54 . 4 2.1 54 . 7 2.1 54 . 8 2.7 54 . 2 2.2 

(L) 54 . 2 2.0 54 . 4 2.2 54 . 7 2.6 54 . 3 2.1 

Calf girth (R) 36 . 9 1.6 37 . 4 l.8 37 . 6 1.7 37 . 5 2,0 

(L) 36 . 8 1.3 37 . 3 1.7 37 . 2 2.1 37 . 9 1.9 

Upper arm girth (R) 30 . 2 1.4 29 . 5 1.3 29 . 3 1.3 *
 

(in flextion) (L) 29 . 5 0.7 29 . o 1.3 29 . 3 1.5 

Fat chest 4.7 1.5 4.5 0.9 5.0 1.9 

sca pular 8.6 2.0 8.2 1.6 8.4 2.5 8.1 2.1 

triceps 6.1 1.6 6.6 2.1 6.5 2.2 6.2 1.9 

abdomen 7.0 2.3 7.1 2.6 7.7 4.6 8.4 4.3 

suprailiac 8,0 2.1 9.9 4.2 9.8 0.5 10 . 5 5.2 *
 

front thigh 8,2 2.5 7.9 2.4 8.6 3.4 9.0 3.0 

back thigh 19~ . 4 3.8 11 . 7 4.4 12 . 3 5.6 13 . 5 5.3 

knee 7.4 2.2 8.3 3.0 8.1 3.l 

calf 5.7 1.6 6.5 3.1 6.2 1.9 

~Fn~:~~~~~ FW, FB i~GK~c~~~ c ~ ~ )~ ~ v* 

( 5 %7~~~~) . 

~t,y;~-~~~!~~e~ GK}~:1 )~~i~f;~~ ~)~f~ 
--~~~)f~!FFJ ~~~P~r~ t~~ v, ~; ~l~,' ~~ ~ ~ )/~~5 ;~ . 

ult~~.~, ~~f~~~~ce~J~:~~~~･~, f=~~~~*~;~~, 

tt;~.~c~T~~f~cDGKe~ft~~)~7)~ 7~ ~~:~~~ ~~ 

~~~~< , ~~~cJiT~~~~~:v*~)~, ~'.･'"~'**~cD'~~f~f~, 

GK ~ U~~)~,~:~~+~~f~~R~;~ C v> ~ ~ ~ ~~ ~ ~ . 

~7*-, ~c~f~*~r~~)FB~~, FW, HB~ ~J~:~~~~ ~, 

=~~H~l~c ~) ~ ~l~'-)vo:) ~1 )/ h 1~1 -)vhc~tU~ }~~~:U 

~v>~. ;~l~c. FW, HB~)1~l-~)v~~~C~){~:~~:f~ 

FB, GK~ O~~r~:~c)~~ < , ~~~~~~f~~~~~~)li~ 

~~~:c:){~i~:~:~f^"**,~r~l ~cf~~f~ ;~ ~ ~~C,~~ U ~ FW, HB 
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Table. 4 Means for somatometrical measurements of soccer player's 

group classified by their field position (Kg, Cm) 

FW HB FB GK T-test 

34 33 39 10 1
 

2
 

3
 

5~ s,d, x s.d. ~
 

s,d. x S,d, 2
 

3
 

4
 

3
 

4
 

4
 

Weight 64 . 4 5.5 62 . 7 4.6 66 . 3 4.9 68 . 9 4.9 *
 ** ** 

Height 169 . 6 5.6 167 . 9 5.2 173 . 4 4.9 176 . 5 5.5 ** ** ** ** 
Upper arm length 30 . 7 1.3 30 . 6 1.5 31 . 8 1.5 33. 1 1.9 ** ** ** ** *

 

Lower limb length 88 . 5 3.9 88 . 1 3.3 91 . O 3.4 93 . 9 3.7 ** ** ** ** *
 

Sitting height 91 . 5 3,0 89 . 9 2.7 93 , o 2.7 94 . 2 2.3 *
 

*
 

*
 ** ** *

 

Rohrer index 132.3 11.4 132 . 6 11.9 127 . 3 8.7 125 . 2 6.5 *
 

*
 

*
 

*
 

Biacromion 38 . 6 2.6 38 , o 2.2 39 . 6 1.5 40 , o 1.4 ** *
 

Chest breadth 28 . 1 2.3 27 . 7 1.2 28 , o 2.0 28 . 6 1.3 

Waist breadth 25 . 2 1.3 25 . 3 1.2 25 , o 1.9 25 . 4 1.0 

Biiliac 26 . 5 1,l 26 . 2 1.5 26 . 6 2.2 27 . 4 1.3 *
 

*
 

Chest depth 19 . O 1.1 19 . 2 0.9 19 . 3 1.0 l 9 . 1 l.1 

Chest girth 90 . 3 3.8 89 . 3 3.2 91.1 3.0 91 . 6 4.0 *
 

Waist girth 73 . 9 4.4 73 . 1 3,0 73 . 9 2.9 73 . 7 2.3 

Hip girth 90 . 2 3.6 89 . 2 2.4 90 . 9 2.9 92 . 9 2.4 *
 

*
 ** 

Upper arm girth ( R ) 27 . 7 1.3 27 . 3 1.4 27 . 7 1.3 28 . 1 1.1 

(L) 27 . 3 1.4 26 . 9 1.4 27 . 2 1.4 28 . 1 1.0 *
 

Fore-arm girth ( R ) 25 . 6 0.9 25 . 3 0.9 25 . 8 1.0 26 . 6 0.9 ** *
 ** *

 

(L) 25 . 3 0.9 24 . 7 0.8 25 . 3 0.9 26 . 4 0.7 *
 ** *

 ** ** 
Thigh girth (R) 54 . 7 2.6 54 . 2 2.6 55 . o 1.3 54 . 8 1.8 

(L) 54 . 8 2.4 54 . o 2.6 54 . 6 2,2 54 . 9 1.8 

Calf girth (R) 37 . 4 1.7 37 . 5 1.9 37 . 4 1.6 37 . 7 1.8 

(L) 37 . o 2.3 37 , 3 1.8 37 . 3 l.6 37 . 8 1.7 

Upper arm girth ( R ) 29 . 3 1.2 29 . 7 1.2 29 . 5 1.8 30 . 5 0.8 ** *
 

(in flextion) (L) 29 . 1 1.0 29 . 1 1.1 29 . 4 1.7 29 . 8 0.3 ** ** 
Fat chest 4.1 1.1 4.9 1.4 5.2 1.6 4,0 0.8 *

 ** ** 
sca pular 8.3 2.5 8.6 2.0 8.3 2.0 7.9 1.5 

triceps 6.2 l.7 6.6 2.1 6.8 2.4 6.2 1.9 

abdomen 7.8 5,0 7.5 3.4 7.3 3.0 6.6 1.9 

su prailiac 9.5 5.3 9.8 4.3 9.8 5.0 9,0 3.1 

front thigh 8.4 3.5 8.4 2.7 8.6 2.8 7,0 1.8 

back thigh 12 . 2 4.5 12 . 1 4.7 12 . 6 5.8 11 . 3 3.8 

knee 6.5 1.5 8.3 2.5 9.2 3.8 6.8 1.5 *
 ** ** 

calf 6.8 4,0 6.1 1.9 6.5 2.5 5.1 1.0 *
 

*
 

}~FB. GKJ~ ~ ~L;~~~;~10DfU~:~~:~~~~~ V* ~ }~~~';~t~~ 

V>. U~~~~1)~FW. HB~~FB. GK~~~t~j~~C~ 

FW ~ HB ~ CD ~~~61)~k~~~h~yf~i:~~: ~C i~, ~~ ~~~~"-'-'.-~';~~~~) 

~ t~;~ I~:~ ~)~Ce~~~~:~~'IJ'~~~ < , FW ~ HBCD~'･.~*l~~ 

~~~~ < ~~f~~U~V> ~ ~~~~~ ~ V*. ~~~=~~~~~CDi~y 

)~ - O:) ~ )~ ~ ~ ~ ~~ FW ~ HB~) 'rf~{:~1jCD ~h~~{~~~ 

4 . ~~f~~+,~U(~o)~~~"~U~b~~ 

~l~ 5 I~~t ,y ;~ -~) ~ / ~7 ~U~-~~~~f~ +~ufn~:~~:~~~~ 
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Tab1e15 Means　for　somatometrical　measurements　of　soccer　player！s

groups　classified　by　their　technical1evel（Kg，Cm）

A－RANK B－RANK C－RANK D－RANK E－RANK T－test

23 26 34 22 11 1 2 3 4
天　　S．d． 文　s．d． 天　　s．d． 豆　s．d． 元　s．d． 2　3　4　5 3　　4　　5 4　　5 5

Weight 67．4　5．7 63．9　6．3 65．4　4．4 63，8　4．4 63．6　6．1 ＊

Height 173．3　6．4 171．0　6．2 171．4　4．4 169．8　6．5 168．7　5．9

UPPerarmlength 32．1　1．9 31．3　1．6 31．2　1．4 30．9　2．O 30．7　0．9 ＊

Lower1imble㎎th 91．1　4．3 90．1　4．O 89．7　3．3 89．3　4．6 87．7　3．3 ＊

Sitti㎎he19ht 93．3　3．4 91．3　3．2 92．0　2．4 91．0　3．O 90．9　3．3 ＊　　．　＊

Rohrerindex 129，6　11．O 127，8　10．8 130I2　9．8 130，7　10．8 132，6　12．3

Biacromion 39．3　3．3 39．1　1．5 39．0　1．4 38．5　2．3 ．38．3　1．6

Chestbreadth 28．O　O．9 27．8　1．4 28．1　2．8 27．7　1．O 28．1　1．2

Waistbreadth 25．4　1．2 25，3　1．1 25．2　2．O 25．0　1．2 24．6　1．5

Biiliac 27．0　1．5 26．8　1．5 26．3　2．1 26．1　1．1 26．4　0．7 ＊

Chestdepth 19．4　1．O 18．7　1．2 19．4　0．6 19．2　1．3 19．0　1．3 ＊ ＊

Chestgirth 91．9　3．4 90．4　4．1 91．4　3．3 89．6　3．O 90．3　3．7 ＊ ＊

Waistgirth 74．2　2．6 73．2　3．7 73．9　3．1 73．4　3．O 73．0　3．8

Hipgirth 91．4　3．ユ 89．5　3．5 90．8　2，6 89．4　2．8 90．2　3．8 ＊

UpP巴ramgi舳　（R〕 27．9　1．6 27．6　1．4 27．9　1．4 27．5　1．0 27．7　1．4

（L） 27．7　1．4 27．3　1，4 27．4　1．4 27I2　1．2 27．3　1．4

Fore－amgirth　（R〕 26．0　1．2 25．6　1．1 25．7　0．8 25．7　0．8 26．0　1．O

（L） 25．6　1．2 25．1　0．g 25．3　0．8 25．3　0．8 25．2　0．9

Thighgirth　（R〕 54．9　2．4 54．0　2．8 54．9　2．5 54，3　2．1 54．3　2．7

（L〕 54．9　2．4 53，8　2．8 54．8　う．4 54．3　2．O 53．8　2．7

Calfgirth　　（R） 37．9　1．8 36．9　1．6 37．4　2．O 37．3　1．3 37．3　1．5

（L） 37．3　2．7 36．6　1．5 37．4　2．O 37．3　1．4 37．3　1，3

UpPeramgirth　（R〕 30．7　1．5 29．2　1．6 30．2　1．3 29．5　0．7 30．0　1．7 ＊＊　　　　＊＊ ＊＊ ＊＊

（in刊extion）　（L〕 30．2　1．4 29．3　1．8 30．1　！．2 29．2　1．1 29．8　1．O ＊ ＊＊

Fatchest 3．8　0，8 4．0　1．O 4．7　1，1 5．5　2．1 5．1　1．1 ＊＊　＊＊　＊＊ ＊　　＊＊　＊

scapular 7．5　1．4 7．7　1．9 8．7　2，5 8．7　2．3 9．0　1．3 ＊　　＊　＊＊

triceps 6．3　1．8 6I0　2．1 6．5　2．O 6．8　2．1 6，0　1．9

abdomen 7．1　2．9 6．8　3．4 7．2　4．2 8．9　3．8 8，1　3．6

Suprailiac 8．7　2．7 9，2　4．7 8．7　4．5 10．9　5．5 9．0　4．2

frontthigh 8．0　1．9 7．6　3I3 8．2　3．O 8．9　2．8 9．5　3I2

backthigh 11．5　3．2 11．5　5．3 13，1　4．4 15．0　6．4 14．0　5．9 ＊

knee 6．0　1．3 6．3　1．6 6．8　1．7 5．9　1．4 7．8　2．1 ＊＊ ＊ ＊　＊＊

calf 6．7　3．1 5．8　1．5 7．3　2．4 7．9　3．4 7．7　1．8 ＊＊　　＊　＊＊

較したものである。

　AランクとDランクとの間には有意差の認めら

れる項目が多く，体重，座高，腸稜幅，腹部最小

囲，殿囲，左右屈曲上腕囲，胸部皮脂厚，肩甲背

部皮脂厚，大腿後部皮脂厚に有意差が認められた

（1％，5％水準）。しかし，AランクとBランク

およびCランクとの間には有意差が認められる項

目はわずかであって，AランクとBランクの間で

は，座高，胸郭矢状径，右屈曲上腕囲，Aランク

とCランクでは胸部皮脂厚，肩甲背部皮脂厚の各

項目だけである。Bランクに対してC，D，Eラ

ンクは胸部皮脂厚，腓腹部皮脂厚が有意に大きく

（1％，5％水準），概して，A，Bランクに対す

るC，D，Eランクの皮脂厚は有意に大きい傾向

がある。

　サッカー選手の技能別ランクは，選手の身体的

特徴，戦術，技術等の観点カ、ら総合的に判断して

決定されているが，Aランクに対しDランクは多
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くの生体計測値で劣っており（皮脂厚項目では大

きレ）値）㌧AランクとDランクの差は身体的な差に

よるところが大きいものと思われる。また，既に

述べたように，特に胸部皮脂厚，肩甲背部皮脂厚，

腓腹部皮脂厚はA，Bランクに対してC，D，E

ランクの方がはるかに大きい値を示す傾向がある

ことから，皮脂厚はサッカー選手の技能と一定の

関係にあり，運動能力が高い選手程身体各部の皮

脂厚は薄いと言える。また，AランクとBランク

との間には座高，胸郭矢状径，屈曲上腕囲の三項

目に有意差が認められるが，いずれも上半身の項

目でAランクはBランクより優れている。

　既に述べたように，サッカー競技の運動特性は

選手の下肢に強い形態的影響を及ぼし，下肢の発

達が他の種目の選手との間の大きな形態差として

認められる。しかしヨサッカー選手問ではむしろ

上半身の計測値に優劣があり，上半身の発達のよ

い者程，サッカーの技能が高いと考えられる。

　5．モアレ縞最突出点の位置の他種目との比較

　表6は身体各部のモアレ縞最突出点の位置につ

いてサッカーと他の競技種目、とを比較したもので

ある。

Tab1e．6 The　position　of　protruded　points　for　each　group

SOCCER SPRINT M＆LDISTANCE JUMP THROW KENDO NON－ATHLETE

117 21 25 31 18 48 47

X　S．D． x S．D． X X　　S．D． X　　S．D． X　　S，D． x S．D．

Frontchesttrans． （R） 37．8 3．8 36，8 4．O 39．8 2．5榊 37．8 3．4 35．3 3．7‡ 38．1 3．7 38．9 3．6

Frontchestvert． （R） 37．3 3．1 35．7 9．O 37，9 6．8 37．5 2．5 35．1 2．9榊 38．3 3．7 37．4 2．8

Frontchesttrans． （L） 37．5 2，7 36．9 2．4 39．0 2．2｝ 38．7 2．7ホ 34．8 2．5舳 37．4 3．3 37．1 3．6

FrontchestYert． （L） 36．8 3．O 34．7 9．6 36．9 6．8 36．5 2．4 34．4 2．3舳 37．0 2．7 36．6 2．7

Frontthigh （R） 51．5 3．7 46．2 4．8舳 46．3 5．9榊 46．1 5．O㍑ 47．2 3，6舳 46．6 3．8舳 47．O 4．4州

（L） 52．7 4．1 46，O 4．9舳 45．O 5．9榊 45．6 5．2舳 47．2 3．5舳 46．2 3．6出申 47．4 5．2舳

Backchesttrans．（R） 29．8 3．4 30．2 2．8 30．7 4．9 29．8 2．9 28．8 4．6 29．3 2．9 29．O 4．1

Back　chestvert． （R） 30．6 4．1 33．1 4．6申 36．1 8．2州 29．3 3．3 30，3 2．7 31，6 2．4 31．3 2．9

Backchesttrans．（L） 29．6 2，7 31．O 2．9＃ 31．6 3．4榊 30．4 3．6 29．6 4．8 28．1 2．4舳 29．9 2．7

Back　chestvert． （L） 28．7 3．2 33．6 3．4榊 35，7 8，4㍑ 30．4 6．O 31．4 4．8‡ 29，3 2．6 29．8 3，4

Hiptrans、 （R） 31．3 2．1 31．1 2．4 31．7 1．8 31，5 2，4 30．0 2．5‡ 31．7 2．O 33．O 2．9榊

Hipvert． （R） 30．8 2．3 31．2 2．6 29．3 2．4榊 29．6 2．4‡ 31．9 1．9 30．3 1．8 31．3 2．8

Hiptrans． （L） 32，4 2．8 31．7 1．9 32．3 1．8 31．8 2．6 32．2 2．9 32．！ 2．4 33．2 6．3

Hipvert． （L） 30．6 2．3 31．2 2．5 29．3 2．5‡ 28．6 2．4榊 31．3 2．4 30．2 2．O 31，1 2．4

Backthigh （R） 67．6 4．9 66．4 5．7 68．7 4．5 65．4 5．5ホ 64．2 5．3榊 67．3 5．4 69．5 5．1

（L） 67．4 5．O 67，9 6．1 68．7 5，6 65．4 4．9 63．8 4．9㍑ 67．2 5．5 67．3 5．9

Calf （R） 32．2 3．0 31．5 2．3 31，2 2．9 31．0 3．2 30．8 2．8 30．1 2．9舳 30．9 3．0ホ

（L） 31．7 2．9 31．3 2．4 31．O 3．7 30．1 2．9舳 30．3 2．8 30．0 2．8榊 31．O 2．8

　胸郭の最突出点の位置：サッカーと投てきおよ

び中長距離との問に左右，跳躍との問には左に有

意差が認められた（1％，5％水準）。サッカーの

胸部最突出点は投てきに比べて左右ともより内側

下方に位置し，中長距離，跳躍よりは左右とも外

側上方に位置している。しかし，短距離，剣道，

一般との間には有意差が認められない。

　大腿前部の最突出点の位置：サッカーはすべて

の種目との間に左右とも有意差が認められ（1％

水準），サッカーの大腿前部の最突出点は他の種目

に比べて左右ともより下方に位置している。

　肩甲部の最突出点の位置：サッカーの最突出点

の位置は短距離および中距離との問には左右に，

投てき，剣道との問には左に有意差が認められた

（1％，5％水準）。サッカーは短距離，中長距離

に比べて右はより上方に，左はより外側上方に位

置し，投てきより左がより上方に，剣道より左が

より内側に位置する。しかし，跳躍，一般との間
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には有意差は認められない。

　殿部の最突出点の位置：サッカーと中長距離，

跳躍との問に左右，投てき，一般との間には右に

有意差が認められた（1％，5％水準）。サッカー

の最突出点の位置は中長距離，跳躍に比べ左右と

もより下方に位置し，投てきに比べると右はより

内側に位置し，一般に比べると右はより外側に位

置する。短距離，剣道との間には有意差は認めら

れない。

　大腿後部の最突出点の位置：サッカーと投てき

との問に左右，跳躍との問には右に有意差が認め

られた（1％，5％水準）。サッカーの最突出点の

位置は投てきに比べ左右ともより下方に位置し，

跳躍に比べると右はより下方に位置している。し

かし，短距離，中長距離，剣道，一般との間には

有意差は認められない。

　下腿の最突出点の位置：サッカーと剣道との問

には左右に，跳躍，一般との問にはそれぞれ左，

右に有意差が認められた（5％，1％水準）。サッ

カーの最突出点の位置は剣道に比べて左右ともよ

り下方に位置し，跳躍の左，一般の右よりは下方

・に位置する。また，短距離，中長距離，投てきと

の間には有意差は認められないが，サッカーはい

ずれの種目より下方に位置する傾向にある。

　以上のことから，サッカーのモアレ縞の最突出

点の位置の特徴は大腿前部，殿部，下腿にみられ，

これらのいずれの部位においても他の種目に比べ

てより下方に位置する。また，サッカーと一般人

との問には胸部，肩甲部および大腿後部の最突出

点の位置には有意差が認められなかったが，モア

レ縞の縞数，すなわち突出度を考慮するとサッ

カーは一般人よりはるかに突出度が大きく，両者

’の問に筋の発達の差が明一らかに認められる。サッ

カーと短距離および剣道との問には有意差が認め

られない部位がかなり多いが，モアレ縞最突出点

の位置に有意差が認められない部位は，生体計測

値においても類似しており，少なくともその部位

ではザッカーと短距離および剣道とは類似した形

態であると思われる。

　6．経験年数別モアレ縞最突出点の位置

　表7はサッカーの経験年数の違いが身体各部の

モアレ縞最突出点の位置に及ぼす影響について検

討するため，経験年数別に分類した4グループの

身体各部のモアレ縞最突出点の位置を比較したも

のである。

　サッカーについて経験年数別に身体各部のモア

レ縞最突出点の位置を検討すると，一般的にみて，

各グループ問には特徴ある相違はみられず，経験

年数の違いによって各部のモアレ縞最突出点の位

置が著しく異なることはない。しかし，部位によっ

ては若干のグループ間に有意差が認められるもの

もあり，左肩甲部の最突出点の位置は経験年数3

～6年のグループの方が6～9年および9～12年

のグループに比べより外側に位置している（5％

水準）。また，左大腿前部，左殿部では経験年数9

～12年のグループの方が12年以上のグノレープに比

べ，それぞれ左大腿前部の最突出点の位置がより

下方に，左殿部ではより上方に位置している（5％

水準）。しかし，全般的にみればサッカー選手を経

験年数別に分けたときの身体各部のモアレ縞最突

出点の位置は，各グループともほぼ同じ位置にあ

るものとみなして差支えない。特にサッカーの特

徴である大腿前部，下腿後部のモアレ縞最突出点

の位置はどのグループでも，ほぼ同じ位置にある。

本研究の被検者は18才以上であり，既に少なくと

も3年以上のサッカー経験を有している者がほと

んどであって，成熟期の前半からサッカーを始め，

少なくとも3年問はサッカー選手に共通したト

レーニングを行なってきており，この問にサッ

カー特有のモアレ縞を有するような形態を獲得し，

以後はトレーニングによる形態的な変化はほとん

ど生じていないように思われる。

　7．ポジション別のモアレ縞最突出点の位置

　表8はサッカーのポジション別にモアレ縞最突

出点の位置を比較したものである。

　ポジション別の各部モアレ縞最突出点の位置を

検討すると，GKとGK以外の3グループの最突出

点の位置の問に有意差が認められる部位があって，

GKは他のポジションとは異なる形態的特徴を有

している。すなわち，左右大腿前部の最突出点は

FW，HBとGK，右大腿前部はFBとGKとの間に有

意差が認められ（1％，5％水準），いずれもGK

の方が他のポジションに比べてより下方に位置し

ている。また，FWとGKとの間には左右の殿部，

FBとGKとの問には右殿部に有意差が認められ

（1％，5％水準），GKの方がFWやFBに比べ，
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Tab1e，7 The　position　of　protruded　points　for　soccer　p1ayer’s

group　c1assified　by　their　field　position

3-6 6-9 9 -12 12- T-test 

16 44 51 6
 

1
 

2
 

3
 

~ s.d, S~ s,d, ~: s.d, ~ s,d, 2 3 4 3 4 4
 

Front chest trans, ( R ) 37 1 5.8 37 . 2 3 . o 38 6 3.6 35 . 8 3 . 9 *
 

Front chest vert. ( R ) 37.2 2.5 38 . o 3 . 9 37.1 2.7 36.3 1.4 
Front chest trans. ( L ) 36.3 2 8 37 . 6 2 . 6 37.5 2.8 37 4 1.7 
Front chest vert. ( L ) 36.8 2.8 37 . 2 4 . l 36 5 1.9 36 . 4 1 . 5 

Front thigh ( R ) 53.4 4.8 51.3 3 1 51.6 3.3 50 . 4 2 . 8 

(L) 53.2 4.4 52.6 4.1 53.1 4.0 51.3 1.2 *
 

Back chest trans. ( R ) 31.7 3.9 29 . 6 3 . o 29 4 3.2 31 4 2.6 * * 
Back chest vert. ( R ) 30.3 4.2 30 . 2 2 . 8 31.3 5 1 29.5 1.5 
Back chest trans. ( L ) 29.9 3.9 29 . 5 2 . 5 29.4 2.6 30.3 2.2 
Back chest vert, ( L ) 27.9 2.6 29 . o 2 . 9 28 7 3.6 29.1 1.8 
Hip trans, ( R ) 31 . 4 2 . 6 31.4 2.0 31.4 2.1 30 7 1.6 
Hip vert. ( R ) 30.8 2.3 30 . 8 2 . 2 30.8 2.3 31 6 2.6 
Hip trans. ( L ) 32 . 7 2 . 7 32 . o 3 . 5 32 . 4 2 . 4 32 . 8 1 . 3 

Hip vert. ( L ) 30.9 2 3 30.6 2.4 30.2 2.1 32 . 3 3. 3 *
 

Back thlgh ( R) 67 . 5 6 . 8 67.9 4,4 67.6 4.8 71.1 4.3 
(L) 67.1 5.7 67.5 4.2 67.4 5.6 71 1 3.0 

Calf ( R ) 32 . 1 3 . 1 32.5 3.1 31.8 2.8 33.9 1.6 
(L) 31 . 8 2 . 9 31.9 3.0 31.4 2.9 32 . 7 1 . 6 

より下方に位置．している。さらにGK以外の3グ

ループ問では，HB，FBとの問の左胸部だけに有

意差がみられ（5％水準），HBの方がFBに比べ

て，より外側に位置している。しかし，それ以外

のいずれの部位においても三者問に一有意差は認め

られず，各部位のモアレ縞最突出点の位置はほぼ

同じ位置にある。

　GKは他のポジションとは全く異なるプレーを

するポジションであるため，トレーニングの内容

も必然的に異なる。ゴールを守るためには，いか

なる体勢からでも瞬時にセービングすることが要

求され，そのような内容のトレーニングが少なく

ない。このようなトレーニングを継続的に行なう

ことによって，GKの身体各部のモアレ縞，特に大

腿前部，殿部の最突出点の位置に他とは異なる特

異的な結果カミ生じたものと考えられる。

　既に述べたように，GK以外の他のポジション

の間，特にFWとHBとの問には身体各部のモアレ

縞最突出点の位置に有意差が認められず，ほぼ同

じ位置にある。サッカーはGKを除いてはあまり

役割の分化がないスポーツであり，特にFW，HB

はポジションの区別はあっても，場面に対応して

同じようなプレーをする。このことがGKを除く

他のポジション間，特にFWとHBとの間には身体

各部のモアレ縞最突出点の位置に有意差がみられ

ない原因であると考えることができる。

　8．技能別各部最突出点の位置

　表9はサッカー選手を技能別に5段階に分け，

モアレ縞最突出点の位置を比較したものである。

　身体各部のモアレ縞最突出点の位置を選手の能

力別に分けて検討すると，Aランクのグループと

その他のグループとの問には殿部，下腿に有意差

がみられ，特にBランクとの問には1％水準で有

意差がみられ，左右の殿部，左右の下腿の最突出

点の位置はAランクの方がBランクより下方にあ

る。また，AランクとCランクとの問には左右の

下腿，Dランクとの間には右下腿にそれぞれ5％

水準で有意差がみられ，Aランクの方がCランク，

Dランクより下方に位置している。しかし，Aラ
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Table. 8 The position of protruded points for soccer player's groups classified by their career 

FW HB FB GK T-test 

34 33 39 10 1
 

2
 

3
 

~ s,d. x s,d, x s,d. x s.d, 2
 

3
 

4
 

3
 

4
 

4
 

Front chest trans. ( R ) 38 , o 3.5 38 . 4 3.5 37 . 6 3.6 35 . 3 6.9 

Front chest vert, (R) 37 . 3 2.8 37 . 7 4.2 37 . 6 2.7 35 . 9 3.3 

Front chest trans. ( L ) 37 . 7 2.5 36 . 5 3,0 37 . 9 2.4 37 , o 3.4 *
 

Front chest vert. (L) 36 . 4 2,0 37 . 2 4.4 36 . 9 2.6 36 , 9 2.5 

Front thigh (R) 52 . 1 2.5 50 . 7 3.8 51 . 3 3.6 55 . 3 4.1 *
 ** ** 

(L) 52 . 6 3.4 52 . 4 3.9 52 . 8 4.5 55 . 5 3.9 *
 

*
 

Back chest trans, ( R ) 30 . 4 3.3 28 . 8 3.4 30 , 3 3,3 29 . 7 2.8 

Back chest vert. (R) 31 . O 4.5 31 . 4 5.1 30 . 2 3.0 28 . 3 3.4 

Back chest trans, ( L ) 30 , o 3.0 28 . 8 2.3 29 . 7 2.7 30 , l 3.3 

Back chest vert. (L) 28 . 9 3.5 29 . 2 3.2 28 . 7 3.1 27 . o 2.3 

Hip trans. (R) 31 . 4 l.9 31 . 7 2.1 30 . 8 2.5 31 . 8 1.3 

Hip vert. (R) 30 . 3 2.1 31 . 2 2.5 30 . 5 2.1 32 . 5 2.4 ** *
 

Hip trans. (L) 32 . 4 2.8 32 . 7 3.6 32 . 1 2.5 32 . 1 3.5 

Hip vert. (L) 30 , o .2 . 1 30 . 9 2.6 30 . 5 2.1 31 . 8 3,0 *
 

Back thigh (R) 67 . 2 4.4 67 . 8 4.3 68 . o 4.8 69 . 7 8.1 

(L) 67 . 9 4.8 68 , o 5.5 67 . o 4.7 67 . 9 6.8 

Calf (R) 32 . 5 2.7 32 , o 2.9 32 , 2 3,0 31 . 8 3.7 

(L) 31 . 8 3.0 31 . 6 2.9 31 . 9 2.7 31 . 1 3.3 

T able, 9 The position of protruded points for soccer player's group classified by their technical level 

A－RANK B－RANK C－RANK D－RANK E－RANK T－test

23 26 34 23 11 1 2 3 4
文　　s．d． 文 s．d． 文　　s．d． 文　　S．d． 文　　s．d． 2 3　4 5 3 4 5 4 5 5

Frontchesttrans．（R） 37．8 4．7 37．8 3．5 37．4 3．3 37、．8 3．2 39．1 3，3

Frontchestvert．（R） 37．1 2．4 37，3 1．4 36．3 3．2 37．5 2．6 38．8 6．6

Frontchesttrans．（L） 37．6 3．O 37．8 2．5 37．1 3，1 37．2 2．9 37．2 2．4

Frontchestvert、（L） 36．1 1．8 37．1 1．6 36．2 2．3 36．9 2．6 38．3 6．9

Fr㎝tthigh （R） 51．6 4．6 52．2 3．8 52．4 3．4 51．5 3．3 52．2 3．9

（L） 52．8 4．O 54．1 4．9 53，5 4，O 52．7 4，2 52，O 3，5

Backchesttrans．（R） 29．7 3．1 29．1 3．O 30．2 3．4 30．3 3．2 30．8 2．9

Backchestvert． （R） 31．8 4．7 30．2 3，8 30．2 4．6 30．2 3．9 31，2 4．5

Backchesttrans．（L） 29．5 2．7 29．O 2．9 29．6 2．9 29．7 3．3 28．9 2．7

Backchestvert． （L） 29．1 2．8 27．7 4．2 28．8 3．3 28．7 3．1 28．5 2，3

Hiptrans． （R） 31．1 2，O 31．4 2．1 31．3 1，9 31．3 2．1 32．1 2．4

Hipvert． （R） 31．8 2．2 29，6 2．2 30，7 2．7 30，7 2．6 30．6 2．5 ＊＊

Hiptrans． （L） 32．3 2．4 32．5 2．O 31．5 3．3 32，8 3．2 32．3 3．8

Hipvert． （L） 31．2 2．4 29．5 2．1 30．4 2．6 30．5 2．6 30．6 3．1 ＊

Backthigh （R） 67．2 一5，9 68．7 4．5 67．5 4，5 66．7 4．5 68．5 2．9

（L） 67．1 5．8 69．3 6．7 66．8 4．3 67．2 3．4 68．4 3，1

Ca1f （R） 33．7 3．2 31．O 2．5 31，5 3．O 31．9 1．9 33．2 3．1 ＊＊ ＊　　＊ ＊

（L） 33．2 3．1 30．4 2，4 31．1 3．1 31．6 2．2 32．7 2．8 ＊＊ ＊ ＊

)/~7 ~:~i~< B~ )//' , C~~~7, D~~~7, E~ )/ ~7 CD 4 f )~- 7~~~~~ e~ ~~~)~~f*+'iL~*~s v*C ~ ~r~~ 
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差は認められず，各部最突出点の位置はAランク

以外のグループではほぼ同じ所にあると考えてよ

い。

　AランクのBランクに対する結果は，サッカー

選手の特徴が大腿前部，殿部，下腿部のモアレ縞

最突出点の位置が他の種目に比べて，より下方に

位置することにあるという結果とよく一致してお

り，技術的にはほとんど差のない両者であっても，

Aランクの方がより強くサッカー選手の形態的特

徴を有していると言えよう。

　IV　ま　と　め

　サッカー選手の形態的特徴を明らかにするため，

生体計測値とモアレ縞写真を用い，他の競技種目

（陸上短距離，中長距離，跳躍，投てき，剣道，

水泳，一般）と比較した。また，サッカー選手を

競技の経験年数別，ポジション別及び能力別に分

け，それぞれのグループ問にみられる差について

比較分析し，サッカー選手の特徴について，より

詳細な検討を加えた。結果は以下のようにまとめ

ることができる。

1）　サッカーの身体各部の生体計測値は，おおむ

　ね投てきより小さいが，中長距離や一般よりは

　大きい。また，長径項目では剣道と，幅径項目

　では跳躍と，周径項’目では短距離との類似度が

　大きい。

2）　サッカー選手の生体計測値には，競技年数に

　よる形態的な差はほとんど存在しない。

3）サッカー選手の生体計測値をポジション別に

　検討した結果，FW，HBはFB，GKより長径項

　目では劣るが，ローレル指数は逆にFW，HBの

　方が優れている。また，幅径項目はGK以外のグ

　ループ問には比較的差が生じない。周径項目で

　は，上半身の周径項目はGKが他のグループよ

　り優れている。

4）サッカー選手の生体計測値は，AランクとD

　ランクとの問に多くの項目で有意差が認められ，

　Aランクの方が明らかに優れている。また，A

　ランクとBランクとの問には上半身における項

　目のみに有意差が認められ，明らかにAランク

　の方がBランク，Cランクより優れている。

5）　身体各部のモアレ縞最突出点の位置は，サッ

　カーの場合，大腿前部，殿部，下腿後部に特徴

6
）

7
）

8
）

がみられ，いずれの部位においても他の種目よ

り下方に位置している。

　サッカー選手のモアレ縞最突出点の位置は身

体のどの部位にも経験年数の違いによる差は認

められない。

　サッカー選手のポジション別に最突出点の位

置を検討した結果，GKとGK以外の3グループ

との間に共通して有意差が認められ，GKの大

腿前部，殿部の最突出点の位置は他のグループ

より下方にある。

　サッカー選手の身体各部のモアレ縞最突出点

の位置は，Aランクとその他のランクの問に有

意差のみられる部位があり，特に殿部及び下腿

の最突出点の位置はAランクの方がBランクよ

り下方にある。

注1）解剖学的正位，まっすぐ起立し，上腕は下垂し

　　て前腕は回外位とし，足は踵をやや離し爪先が前

　　を向くような姿勢（寺田春水著「骨学実習の手び

　　き」より引用）

注2）　ポジション不明の者が1名存在するため被検者

　　の数が合計116名である。
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）
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）
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）
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）
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